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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 19 年９月期中間（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年３月 31 日）の業績及び平成 19 年

９月期期末（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年９月 30 日）の業績予想について、平成 18 年 11

月 10 日の決算短信において発表いたしました中間業績及び通期業績予想を下記のとおり修正

いたしますのでお知らせいたします。 

  

記 
 

 
 Ⅰ．平成 19 年９月期中間業績 

   １．平成 19 年９月期中間業績予想の修正 

（１）中間期連結業績修正予想（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年３月 31 日） 

                               （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

期初予想（Ａ）  ８,１８２ ７２９ ３７１

今回修正予想（Ｂ） ８,４７２ １,３５２ ６３０

増減額（Ｂ－Ａ） ２９０ ６２３ ２５９

増減率 ３.５％増 ８５．５％増 ６９．８％増

前年実績 ７,１１０ ６５７ ３３３

 

（２）中間期個別業績修正予想（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年３月 31 日） 

                               （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

期初予想（Ａ）  ４,８９０ ５３１ ３２２

今回修正予想（Ｂ） ５,１３８ ９６４ ４８８

増減額（Ｂ－Ａ） ２４８ ４３３ １６６

増減率  ５.１％増       ８１.５％増 ５１．６％増

前年実績 ４,３５３ ６３８ ３６７

   

 

２.中間業績修正予想の理由 

 （１）連結業績修正予想の理由 

    当社グループにおいて、当中間連結売上は８,４７２百万円（期初予想比３.５％増）

と期初予想を若干上回りました。中間連結経常利益は１,３５２百万円（同比８５.５％



増）、中間連結純利益は６３０百万円（同比６９．８％増）と、期初業績予想を大幅に

上回りました。 

その主な理由として、ＣＲＯ事業を遂行している当社グループの主力業務であるモニタ

リング業務及びデータマネジメント業務が好調で、プロジェクトの進捗及び受託が順調

に進んだことにより稼働率が向上し、期初予想を大幅に上回る業績（詳細は、個別業績

修正予想の理由をご参照下さい。）となったこと、ＳＭＯ事業を遂行しております株式

会社イーピーミントにおいて、売上は若干未達でありましたが、事務所別管理体制が整

備され原価及び経費の管理が充実したことにより増益となったこと、及び上記以外のグ

ループ会社の業績も概ね期初予想を上回ったことによります。 

 

（２）個別業績修正予想の理由 

当社の当中間売上高は、５,１３８百万円（期初予想比５．１％増）となりました。 

その主な理由として、データマネジメント業務が堅調であったことと、モニタリング業

務も概ね期初予想を上回ったことにより増収となりました。 

経常利益につきましては、９６４百万円（同比８１.５％増）と大幅な超過達成となり

ました。 

その主な理由として、各部門フル稼働の中で売上管理・費用管理が徹底され、売上が

超過達成となる一方原価及び経費を削減できたことにより大幅増益となりました。 

一方、投資有価証券の評価により特別損失を２１０百万円計上致しました。 

以上の結果、中間純利益は、４８８百万円（同比５１．６％増）となり、増収増益と

なりました。 

 

  

Ⅱ.平成 19 年９月期期末の通期業績 

 １．平成 19 年９月期通期業績予想の修正 

（１）通期連結業績修正予想（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年９月 30 日） 

                               （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

期初予想（Ａ） １７,７００ ２,４００ １,２６７

今回修正予想（Ｂ） １７,７００ ２,６５０ １,３３１

増減額（Ｂ－Ａ） ０ ２５０ ６４

増減率 ― １０．４％増 ５．１％増

前年実績 １５,２５７ １,９７９ １,０７９

 

 

（２）通期個別業績修正予想（平成 18 年 10 月１日～平成 19 年９月 30 日） 

                               （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

期初予想（Ａ）  １０,８５２ １,７５０ １,０３１

今回修正予想（Ｂ） １０,７４２ １,８８０ １,０５０

増減額（Ｂ－Ａ） △１１０ １３０ １９

増減率 １.０％減   ７.４％増 １.８％増

前年実績 ９,４７９ １,６６４ ９８０

 

 

 



２.通期業績修正予想の理由 

 （１）連結業績修正予想の理由 

   当社グループの通期連結業績予想は、期初通期予想と比較して若干の上方修正となりま

す。 

その理由として、ＣＲＯ事業を遂行しております当社は、下期において成長に必要な要

員確保に関するコスト増（詳細は、個別業績修正予想をご覧下さい。）を見込んでおりま

す。 

ＳＭＯ事業を遂行しております株式会社イーピーミントは、下期においても期初予想ど

おり順調に推移すると見込んでおります。 

また、非臨床事業を遂行しているエルエスジー株式会社グループは、下期において受注が

軟調となり期初予想を下回ると見込んでおります。 

ソフトウェア開発事業を行うオーライソフトウェア株式会社グループは、順調に推移する

ものと見込んでおります。 

 これに伴い通期見直し連結経常利益が、２,６５０百万円（期初予想比１０．４％増）に

なると見込んでおります。 

その結果、通期見直し連結当期純利益は、１,３３１百万円（同比５.１％増）になると見

込んでおります。 

 

（２）個別業績修正予想の理由 

当社の通期において、売上高につきましては概ね期初予想どおりで１０,７４２百万円

（期初予想比１.０％減、ＥＰＳインターナショナル株式会社を分社したことによります）、

経常利益につきましては、１,８８０百万円（同比７.４％増）になると見込んでおります。 

その理由として、下期において当社業務の成長に必要な要員の確保という問題があり、

採用に関する費用の増加等が予想されるため通期では、上記の内容となることを見込んで

おります。 

また、特別損失として上期に投資有価証券の評価損失２１０百万円を計上しております。 

以上により通期見直し当期純利益は、１,０５０百万円（同比１.８％増）になると見込

んでおります。 

 

Ⅲ.その他 

   上記Ⅰ及びⅡの予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

したものであり、実際の業績は今後、様々な要因により、異なる結果となることがありま

す。 

 

以 上 


